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光化学大気汚染の解析＊

一〇。注意報発令日数の減少傾向と気象条件一

新　　谷 光　　三＊＊

　1．はじめに

　最近数年間のOx注意報発令日数の全国合計は，第1

表にみられるとおり，昭和48年の328日をピークとして

その後は顕著な減少傾向をみせている．

　Ox注意報の発令基準は，Oxの1時間濃度0．12ppm

であるが，この濃度が持続すると思われる気象条件が予

測された場合にのみ発令されるので，Ox1時間濃度

0・12ppm以上の日数と，O。注意報発令日数とは必ずし

も一致しない．

　そこで，第2表にOx1時間濃度0．12ppm以上の日

数の全国平均値を示した．統計年数は短いが，経年変化

の傾向はOx注意報発令日数のそれとほぼ同様であるこ

とがうかがわれる．

　さて，一般環境中において，Ox濃度の増減に影響す

る要因としては，気象条件の相違，NO。，HCの排出条

件の変化等があげられ，O、濃度の測定値に関係する要

因としては，測定網の変更，測定法の改正等が考えられ

る．

　Schuck6知」．（1973）によると，南カリフォルニヤ地

域では，1963～1967年の5年間に比べて，1968～1971

年の4年間には高濃度O。が減少し，かわって高濃度

NO2が増加し，それはHCの排出量の削減が原因の1

つであるとしている．

　彼らの調査では，気象条件の比較解析が全く行なわれ

ていないが，それは，この地域の年ごとの気象に大きな

差がないためである．これに反して，わが国ではその差

第1表　Ox注意報発令日数（全国合計）．

昭和一年148

日　数

49　　　50　　　51　　52　　　53　　　54　　　55

328　　288　　266　　150　　167　　169　　84　　　86

第2表

（環墳庁資料による）

Ox濃度0．12ppm以上の出現日数．

（1測定局当り全国平均日数）

昭和～年

日　数

50 51 52 53 54
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（環境庁資料による）

が比較的大きく，この種の解析では気象条件は欠かすこ

とのできない要因と考えられるので，本稿ではOx注意

報発令日数の減少傾向を気象条件を中心にして解析し

た．

　以下にその概要を報告する．

1981年7月

　2．解析資料等

　2．1．解析資料

　気象データはすべて東京管区気象台（東京都千代田区

大手町）の地上気象観測日原簿から抜すいした．また，

Ox注意報発令状況に関しては，環境庁大気保全局企画

課編集の光化学反応による大気汚染関係資料から引用し

た．

　2．2．解析対象期間

　昭和48年から55年までの8年間の夏期3か月（6，7，

8月）を解析対象期間とし，これを次のように3期に分

けて解析した．なお，後期は期間が不足のため，解析は

主として前期と中期を中心に行なった．

　　前期：昭和48～50年

　　　　　O。注意報が頻発した期間
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気象指数とOx注意報発令日数の関係．

恥：月間気…象指数

β伽：Ox注意報月間発令日数

実線：前期（◎）の回帰直線
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第2図　0：注意報発令日の気温の下限値．

　　（昭和48～53年の6月の例を示す．）

　τ㎜か：日最高気温

　7械鶉．：日最低気温
　　％傭．一：7械π．：気温日較差

　●：Ox注意報発令日
　　×：Ox注意報の発令がなかった日

　　中期：昭和51～53年

　　　　　Ox注意報の発令が減少した期間

　　後期：昭和54～55年

　　　　　O。注意報の発令がさらに減少した期間

　2・3・解析対象地域

　Oxの移流現象等を考慮し，東京都と埼玉県を1地域

として解析した．

　2．4．解析項目

　気象条件の指標として気象指数および気象条件該当日

を定義し，これらとOx注意報発令日との関係を比較解

析した．

　2．5．その他

　解析対象期間中O。測定局の増加，Ox測定法の改正，

気象庁の風速計の変更等による統計上の影響について

は，本調査では特に考慮しなかった．このうち，昭和52

年のOx測定法の改正に伴って，これ以前の測定値や基

準値はすぺて一定の換算係数（0．8）によって修正され

た。この結果，Ox注意報発令基準（L15ppmは現用の

0．12ppmに改正された．したがって，本稿ではOx注意

報発令基準として現用の0．12ppmのみを用いて記述し

た．

50

　5気象指数と0二注意報発令日数の関係

　Oxを対象とした気象指数は，気温，日照時間，また

は日射量，風速等を組み合わせたものが多い．筆者らが

以前からOxの解析に用いてきた月間気象指数は，次の

式であらわされる．

　　　　　　　　　恥＝％×ls鵬
　　　　　　　　　　　　砺

　　　　　　　恥：月間気象指数

　　　　　　％：月平均気温（。C）

　　　　　　5拠：日照時間月合計値（h）
　　　　　　砺：月平均風速（m／sec）

　また，Ox注意報が東京都と埼玉県のいづれか一方で

発令された日数と，両方で同日発令された日数を合計し

て，対象地域のOx注意報発令日数とした．

　第1図に，月間気象指数とOx注意報発令日数の関係

を前期，中期，後期に区別して示した．データ数は，前

期と中期はどちらも3年×3か月で9個であるが，後期

は2年×3か月で6個である。図にみられるように，Ox

注意報発令日数は気象指数が大きいほど多くなっている

が，前期と中期を比較すると，同一の気象指数に対して

中期のOx注意報発令日数が前期よりも減少しており，

その差は1か月当り約4～5日程度にもなることが示さ

、天気”28．7．
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第3図　昼間の天気（gh，12h，15h）別のOx注意報

　　　　発令日数（昭和48～53年，6～8月）．

　　図中の数字はOx注意報発令日数を示す．
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第4図　気象条件該当日数とOx注意報発令日数の
　　　　関係（昭和48～55年，6～8月の合計）．

　　○一〇（A）：気象条件該当日数
　　●一●（B）：Ox注意報発令日数
　　▲……▲（B／A）：Aに対するBの割合％

第3表　気象条件の基準（東京・埼玉を対象）．

れている．また，後期については，データ数が不足で明

確な判断はできないが，前期に比ぺて中期と同様な傾向

を示しているように推定される．

　4．気象条件該当日とOx注意報発令日の関係

　Oxを対象として，一定基準の気象条件を備えた日を

気象条件該当日とし，その日数と0。注意報発令日数と

の関係について解析した．

　4．1・気象条件該当日の基準

　はじめに，一定基準の気象条件を設定するために，昭

和48年から昭和53年までの6年間の夏期（6，7，8月）

の東京・埼玉地域におけるO。注意報発令日174日の各

気象要素について，上限解析または下限解析を行なった．

次に，その例を示す．

　第2図にOx注意報発令目の最高気温と最低気温を示

した．図には6月のデータのみを示したが，Ox注意報

発令日の最高気温および最低気温の下限値は，24。Cお

よび16。Cとなっている．ただし，この下限値は夏期の

みを対象にした場合のもので，通年の解析では下限値は

もっと低くなり，最高気温が約180～20。CでOx注意

報が発令された事例も少なくない．

　次に，O、注意報発令日174目を，日中の天気（9時，

12時，15時の天気の推移）ごとに集計し，その出現頻度

を調べた．第3図にこれを示す．図からわかるとおり，

1981年7月

要　素

全天日射量

風

風

気

天

速

向

温

気

内 容

gh～15hの間に1．28MJm輌2h楯1が2時間以上

gh，12h，15hの3回の平均風速が5m／s以下

9h～18hに南成分の風あり

最高気温が24。C以上

9h，12h，15hに晴れ（うすぐもりも含む）と
くもり

O器注意報発令日は，晴，くもりのち晴の場合が大部分

（88％）を占めており，逆に，雨のちくもり，くもりの

ち雨および雨の場合には，Ox注意報は全く発令されて

いない．

　以上のほかに，日射量，．風向の日変化等についても同

様の解析を行ない，その結果を参考として，気象条件該

当日の気象条件の基準を，第3表のとおり設定した．

　4．2．経年変化

　昭和48年から55年までの各年の夏期3か月間の気象条

件該当日数とOx注意報発令日数の関係を第4図に示
す．

　気象条件該当日数は，最少36日（昭和51年）から最多

54日（昭和53年）までの範囲で増減を繰り返しており，

特に一定の傾向はみられない．これに対して，Ox注意

報発令目数は，昭和48年以降，おおむね減少傾向をたど

っており，この傾向は，気象条件該当日数に対するOx

51
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気象条件該当日数とOx注意報発令日数の
関係．

　Z4鵬：月間気象条件該当日数

　B惚：月間Ox注意報発令日数

　実線：前期（◎）の回帰直線
　　B勉二〇．87，　ノ1拠一1．37

　　　　π＝＝9，　7＝＝0．85

　破線：中期（▲）の回帰直線
　　β勉＝＝0．98，　ノ1拠一6．66

　　　　つ¢＝9，　ア＝＝0．91

注意報発令日数の割合をみると，さらに明瞭にあらわれ

ているといえる．

　次に，前節の気象指数の場合と同様に，月間の気象条

件該当日数と月間の0。注意報発令日数の関係を，前

期，中期，および後期に区別して第5図に示す．図によ

れば，中期は前期に比べて同一の気象条件該当日数に対

してOx注意報発令日数が平均して約3～4日減少して

おり，後期の2年間は，データ不足ではあるがそれより

さらに減少しているようにみうけられる．

　5．まとめ

　最近数年間の光化学大気汚染の推移のうちで最も注目

されているOx注意報発令日数の減少傾向について，気

象指数と気象条件該当日の両面から解析を行なってき

た．その結果，前期（昭和48～50年）に比べ，中期（昭

和51～53年）は，同じ気象条件に対して，0。注意報発

令日数が1ヵ月について約3～5日減少していることが

みとめられた．そして，この傾向は後期（昭和54～55

年）にもひきつがれ，減少傾向がさらに強まる様子さえ

うかがわれている．このような0。注意報の減少傾向に

ついては，夏期の低温，多雨，日射量不足等，不順な天

候が主たる原因であろうと考えられているが，気象条件

のみでは説明できない部分もあることがこの解析から明

らかになったといえよう．しかし，この問題は非常に重

要であるので，今後も資料の集積に努め，次の点につい

てさらに調査を進めていく予定である．

　1）Ox注意報発令状況等について今後数年間の推移

　　をながめ，気象条件を中心とした解析を行なうとと

　　もに，可能ならば他の要因も含めた総合的解析を行

　　なう．

　2）気象指数，気象条件該当日等については，本稿で

　　用いたもの以外に，例えば関（1976）の指数等があ

　　り，これ等を用いた解析結果との比較検討を行な

　　う．
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